
令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について 
 

磐田市教育委員会 
１  はじめに 

令和５年４月に実施した「令和５年度全国学力・学習状況調査」の概要をお知らせします。本市の

調査結果を公表することにより、児童生徒に関わる様々な立場の方々に関心をもっていただき、学校・

家庭・地域が一体となって磐田市の子どもたちを育てていきたいと考えております。 

なお、本調査は、児童生徒が身に付けるべき学力の一部分を測定したものであり、子どもたちの学

力や学習状況を把握する資料の一つとして、一人一人に応じた指導や学習状況の改善のために役立て

ていきたいと考えております。 

※結果分析と今後の対策については、10月中にお知らせする予定です。 

 

２ 小学校調査における結果概要 

⑴ 全国学力・学習状況調査平均正答数と平均正答率 

 国語 算数 

平均正答数

(14 問) 

平均正答率 

(％) 

平均正答数

(16 問) 

平均正答率

(％) 

磐田市 9.5 68 10.0 63 

 県（公立） 9.4 67 9.9 62 

全国（公立） 9.4 67.2 10.0 62.5 

⑵ 成果と課題 

国語 算数 

〇図表やグラフなどを用いて、自分の考え

が伝わるように書き表し方を工夫するこ

とができるかどうかをみる問題の正答率

が高かった。 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、

自分の考えをまとめることができるかど

うかをみる問題の正答率が高かった。 

●日常よく使われる敬語を理解しているか

どうかをみる問題に課題があった。 

〇「以上」の意味を理解し、示された表から必要な

数を読み取ることができるかどうかをみる問題の

正答率が高かった。 

〇二次元の表から、条件に合う数を読み取ることが

できるかどうかをみる問題の正答率が高かった。 

●高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係

を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数

を用いて記述できるかどうかをみる問題に課題が

あった。 

 ＊課題に示した調査問題 

[国語]                [算数] 

 

 

 

 

 

 

 



３ 中学校調査における結果概要 
⑴ 全国学力・学習状況調査平均正答数と平均正答率（英語「話すこと調査」後日結果） 

 国語 数学 英語 

平均正答数

(15 問) 

平均正答率 

(％) 

平均正答数

(15 問) 

平均正答率

(％) 

平均正答数

(17 問) 

平均正答率

(％) 

磐田市 10.7 71 7.9 53 8.4 50 

 県（公立） 10.6 71 7.8 52 8.0 47 

全国（公立） 10.5 69.8 7.6 51.0 7.7 45.6 

 ⑵ 成果と課題 

国語 数学 英語 

〇読み手の立場に立って、叙

述の仕方などを確かめて、

文章を整えることができる

かどうかをみる問題の正答

率が高かった。 

〇観点を明確にして文章を比

較し、表現の効果について

考えることができるかどう

かをみる問題の正答率が高

かった。 

●目的や場面に応じて質問す

る内容を検討することがで

きるかどうかをみる問題に

課題があった。 

○目的に応じて式を変形した

り、その意味を読み取ったり

して、事柄が成り立つ理由を

説明することができるかどう

かをみる問題の正答率が高か

った。 

○自然数の意味を理解している

かどうかをみる問題の正答率

が高かった。 

●空間における平面が同一直線

上にない３点で決定されるこ

とを理解しているかどうかを

みる問題に課題があった。 

〇「事実・情報を伝える」と「考

えや意図を伝える」という言

語の働きを理解し、事実と考

えを区別して読むことがで

きるかどうかをみる問題の

正答率が高かった。 

〇未来表現（be going to）の

肯定文を正確に書くことが

できるかどうかをみる問題

の正答率が高かった。 

●情報を正確に聞き取ること

ができるかどうかをみる問

題に課題があった。 

＊課題に示した調査問題 

[国語] 
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[数学] 

 

[英語]放送問題 

 

 

 

 


